
工業

製造過

や混入

異物混

製品の高性能、高機能化が

程における材料や製品への

による不良の発生が問題に

入の原因を究明するために

進むにつれて、

微小異物の付着

なっています。

は、その成分を

顕微反射法

基板や半導体など金属基

反射光を利用して分析しま

異物を透過して基材で反射

材に付着した異物を

す。入射された光は

し、再度異物を通っ

分析す

微小

クロア

方法は

を調べ

して顕

報を得

ることが必要です。

試料の分析によく利用され

ナライザーやオージェ電子

元素分析的な手法であり、

るには不十分な場合があり

微赤外分光法は試料の化学

ることができ、また場合に

ている 線マイ

分光などの分析

異物の化学構造

ます。それに対

構造に関する情

よっては既知物

て検出器に導かれます。基

ど良いスペクトルが得られ

顕微 法

有機物など反射率の低い

に用います。大きな屈折

試料に密着させて、その接

全反射させて測定します。

材の反射率が高いほ

ます。

基材に付着した異物

率をもつ 結晶を

触面を反射面として

質の赤

成分を

顕微

合わせ

の機能

で分析

外スペクトルと比較するこ

推定することが可能です。

赤外分光器は、赤外分光と

て、赤外光の集光、試料観

を持たせ、 までの微

できるようにしたものです

とにより試料の

顕微鏡とを組み

察、マスキング

小試料を非破壊

。試料の特徴に

マッピング測定

肉眼で判別しにくい異物

ピングによる面分析を行い

外吸収を三次元表示するこ

赤外分光の空間分解能は

えば の領域

の場合などは、マッ

個々の波数ごとの赤

とができます。顕微

程度なので、例

を ステップで

合わせ

顕

薄

厚い

の厚

どで

て以下の方法で測定します

微透過法

いフィルム状試料の分析に

試料の場合はミクロトーム

みにスライスするか、ダイ

試料を圧縮して分析する必

。

適しています。

などで

ヤモンドセルな

要があります。

面分析すると 点での測

測定に数時間を要します。

当所では顕微赤外分光器

行っておりますので異物や

困りの際はご相談下さい。

（環境技術研

定を行うことになり

を用いた試験分析を

微小試料の分析でお

究室 朝日 真澄）



名古

試験・

術の普

ていま

屋市工業研究所では、研究

分析、技術情報の提供、技

及など中小企業技術支援の

す。

、指導・相談、

術者の研修、技

ための業務を行っ

新

重

シ

規生体関連複合材料の開発

社会の高齢化が進み、生体

要性が増しています。本研

アパタイトを中心とする、

に関する代替材料の

究では、ハイドロキ

生体関連セラミック

研究

主な

重点

多層

電子

が重要

業務】

研究のテーマとその概要を

事業

基板の熱対策評価技術の開

機器の高性能化や小型化に

になっています。本研究で

紹介します。

発と指導

伴い、発熱対策

は、多層 基板

ス

環

に

有

び

を利用した複合材料の開発

境適応型リサイクル技術の

リサイクル技術の開発は限

有効活用する上で重要と言

価物を含む廃棄物を取り上

に環境負荷の低減が可能な

を行います。

開発

りある資源を持続的

えます。本研究では、

げ、処理コストなら

資源回収技術の開発

に対応

シミュ

的に評

環境と

めっ

荷を与

新しい

した熱物性測定技術の開発

レーション技術を活用して

価できる技術の確立を目指

協奏する新しい亜鉛めっき

き業界のニーズや動向に即

えないプロセスを用いて、

高機能亜鉛めっきを開発し

を行うとともに、

放熱効果を定量

します。

システムの開発

して、環境に負

付加価値の高い、

、その実用化を

を

泡

近

し

は

用

目指します。

沫分離法に関する研究開発

貴金属および有害重金属な

年の環境に対する配慮から

ない方法への転換が望まれ

、環境負荷およびコストの

いて、希薄溶液からの金の

どの湿式分離法は、

有機溶媒などを使用

ています。本研究で

少ない泡沫分離法を

濃縮回収を総合的に

図りま

環境に

含油

を用い

料を混

油軸受

す。

やさしいステンレス軸受の

軸受の材質に防錆効果が高

、これに鉛と同程度のすべ

合することで、鉛無添加の

を開発し、その実用化を目

開発

いステンレス鋼

り特性を示す材

ステンレス製含

指します。

検

環

た

れ

と

討し、プロセスの最適化を

境循環型材料を使用した生

環境循環型材料（生分解性

な利用法として合成紙を検

ているポリプロピレンやポ

同等の性能を目指して、環

目指します。

分解性合成紙の研究

プラスチック）の新

討します。現在使わ

リエステル系合成紙

境循環型材料ベース

指定

プラス

廃プ

す。本

の新手

ラスチ

生分解

研究

チックの分別技術に関する

ラスチックの処理が社会問

研究では、湿式比重分別法

法を取り入れて、高効率、

ック分離プロセスの開発を

性プラスチックと粘土鉱物

研究開発

題化されていま

に流動層化など

低コストの廃プ

目指します。

の有機無機ナノ

の

る

追

合成紙を検討します。

業界団体共同研究

市内に事務所があり、主に

団体と共同研究を行います

大学との共同研究

「ロボット移動のための動

跡手法の研究」、「電子機器

中小企業を会員とす

。

画像処理による物体

の熱設計に関する研

コンポ

環境

価格の

土鉱物

ラスチ

ジットに関する研究

に優しい生分解性プラスチ

低下と物性の向上が必要で

とのナノコンポジット化に

ックの物性向上を目指しま

ックの普及には、

す。本研究は粘

よる生分解性プ

す。

究

共

構

置

」を研究テーマに大学の先

同研究を行います。

知的クラスター創成事業

ナノテクを利用した環境に

想のもと、「環境にやさし

の開発」を目指して名古屋

端的技術を活用した

やさしいものづくり

い自律型ナノ製造装

大学、名古屋工業大



学等と

．環境

ともに、

調和型高機能有機 無機ハイブリッドナノ

毎

【

に手続きすれば最長 年継

技術相談業務】

続可能です。

材料

．環境

．

．ナノ

に取

名古

開発

調和型高機能ナノセンサー

ナノパターニングシステ

アセンブリングシステム開

り組みます。

屋サイエンスパークにおけ

・材料開発

ム開発

発

る共同研究

的

な

お

【

企業で解決しなければなら

課題を解決するためのお手

相談は無料です。電話・

いでいただいても結構です

依頼試験・分析業務】

製品の品質向上などのため

ないいろいろな技術

伝いをします。簡単

メール、また、直接

。

に、各種の試験・分

独立

と名古

構築の

電池及

ティン

めます

行政法人 産業技術総合研究

屋市の共同研究として実施

ための応用技術開発」に

び応用装置の研究開発」、

グ膜の研究開発」を分担テ

。

所 中部センター

する「環境都市

参加して、「燃料

「セラミックコー

ーマに研究を進

析

【

そ

【

を行っています。

技術情報の提供】

産業技術図書館では技術図

ろえており、どなたでもご

人材養成】

「電子回路技術研修」など

書約 ， 冊を取り

利用できます。

、全 コースの中小

経常

生産技

・「磁

・「金

性

材料技

・「チ

研究

術部

気研磨加工の能率改善に関

属強化マグネシウム合金複

」

術部

タニア架橋粘土光触媒の水

する研究」

合材料の変形特

他 件

相中反応におけ

企

究

【

生

予

導

業技術者研修を行ないます

者育成研修及び個別研修も

登録技術指導員の派遣】

市内に事業所を有する中小

産現場における技術課題の

め登録されている優れた技

員をご依頼により派遣しま

。また、中小企業研

実施します。

企業を対象として、

解決を支援するため、

術・技能を有する指

す。詳細は 名古屋

る

・「二

資源環

・「難

・「長

共存陰イオン反応阻害低減

酸化炭素を用いた新規高分

境部

分解性物質の微生物処理に

寿命設計のための微小領域

技術の開発」

子合成法の開発」

他 件

関する研究」

ひずみ測定技術

市

お

【

の

開

工業技術振興協会（

問い合わせ下さい。

技術の普及】

技術融合化シンポジウム、

ほか、年間約 回の講演会

催を予定しています。

）まで

先端技術フォーラム

、講習会、研究会の

の

電子情

・「導

性

・「生

に

受託

開発」

報部

体抵抗測定によるはんだ接

評価技術」

産スケジューリングと再ス

関する研究」

研究

他 件

合部の接続信頼

ケジューリング

他 件

【

ル

動

【

や

異業種交流事業】

本年度も、工場見学や研修

ープ「テクノプラザナゴヤ

を支援します。

ホール、展示場、会議室の

中小企業の皆様が行う工業

展示会、各種研修などに利

を行う異業種交流グ

」を結成し、その活

利用】

技術に関する講演会

用いただけるホール、

新製

全額

のが受

月以上

月額

間は

品や新技術の開発や研究を

（最高 万円）企業負担で

託研究です。なお、研究費

のものは 万円以上、 ヶ

万円以上となっています。

ヶ月以上でその年度内に実

、研究費実費を

お引き受けする

は研究期間が ヶ

月未満のものは

ただし、研究期

施します。年度

展

参

室

示場、会議室が設置されて

詳細は、 ．

照してください。また、問

（ ， メ

． ． ）までお願い

います。

． ． ． を

い合わせは研究企画

ール ．

します。



粉末

色の

晶内で

線回折測定では、多結晶

線を照射してその回折光を

は原子が規則正しく並んで

粉末の試料に単

測定します。結

いるので、それ

方

適

例

法です。各ピークの強度は

化します。陶磁器用の土の

があります。

、それぞれ独立に最

成分分析に応用した

が回折

び波長

ると回

の大き

質が異

し、複

パター

格子となり、照射する 線

と格子の間隔との間で、あ

折がおきます。結晶の種類

さや含まれる原子の配置が

なれば回折されるパターン

数の物質が混ざっていれば

ンがそれぞれの量に応じた

の入射角度およ

る条件を満足す

によって、格子

異なるので、物

も違ってきます

それぞれの回折

強度で、重なっ

強

求

す

な

す

法は 法と比

度を構造パラメータと精密

めるため、計算が楽になる

。格子定数を精密化する有

法は格子定数だけ

パラメータも精密化します

るためには、各元素が結晶

較すると、各ピーク

化した格子定数から

という利点がありま

効な手段です。

でなく結晶内の様々

。 法で解析

内でどのような位置

て観測

徴を利

造解析

物質

もっと

クに対

比較に

されます。粉末 線回折法

用して、結晶を持つ物質の

に利用されます。

の同定は粉末 線回折法を

も一般的に使われています

応する格子間隔と既知の物

よって、同定がおこなわれ

はこのような特

同定、定量、構

用いた解析で、

。大きな回折ピー

質のデータとの

ます。

に

結

晶

多

の

パ

あるか、対称性がどうなっ

晶構造パラメータの知識が

学の知識が要るうえ、精密

いので、解析にとりかかる

が難点です。ピーク強度は

ラメータの関数として計算

法や 法に比べ

ているか、といった

必要となります。結

化するパラメータが

には少し敷居が高い

精密化した結晶構造

されます。従って、

、ピーク位置の接近

一方

格子定

が膨大

の計算

く、生

ここで

つにつ

、回折パターン全体を使っ

数の精密化を行う方法があ

になるのですが、パーソナ

速度が速くなったおかげで

産現場でも活用されるよう

は、 法、 法

いて説明します。

て既知の物質の

ります。計算量

ルコンピュータ

、研究だけでな

になっています。

、 法の三

し

で

結

の

ま

ロ

い

た回折を分離することがで

は、結晶内での原子の位置

晶構造解析に大変役立って

計算に検量線を必要としな

す。最近では、 法

ピー法（

う情報の不確かさを統計的

きます。 法

、存在確率が得られ、

います。また、定量

いという特徴があり

にマキシマムエント

）と

に処理する方法を加

の山の

置を格

その計

差を小

法（

法とも呼ばれます

形をある関数にフィッティ

子定数から計算してパター

算されたパターンと実測値

さくするように格子定数を

）は回折ピーク

ングし、その位

ン全体を描き、

のパターンとの

精密化してゆく

え

て

ら

ることによって、電子密度

います。

線回折の解析手法につい

お気軽に当所にご相談くだ

（電子技術研

分布の解析も行われ

て何かございました

さい。

究室 山田 範明）
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